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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

iSDG しいたけスナック
グランプリ賞

パッケージが⾃⽴してスタンディングできるところがよい

しいたけのスライスが薄過ぎず厚すぎず存在感がある

「しいたけ」とのものなので、健康的なイメージがある
⾷物繊維たっぷりで、現代の⾵潮にマッチした商品である
シンプルで、わかりやすい素材を使っていて好感が持てる

パッケージをきちんと閉めるのに少々難儀してしまう
しいたけの⾵味が弱く、しいたけの旨味を感じにくい
⾷物繊維の量を表すのに、なぜレタスなのかわかりづらい

商品のパッケージがすこし開けづらく感じる

他のスナック菓⼦に⽐べてどうしても割⾼感を感じてしまう
しいたけの産地をしっかり分かりやすくしてほしい

サクサク感があり、とても⾷べやすく仕上がっている

HACCPによる取り組みの衛⽣管理を実施して、とても安⼼

第83回（2025年1⽉）

4.5%

審査委員の３５％が９５点以上と評価し、４７％が９０〜９４点
と評価しています。つまり合計８２％の審査委員がグランプリ賞
である９０点以上であると評価しております。残りの１８％の審
査委員も８０点から８９点の⾦賞であると評価しています。Web
アンケートでも出展商品に対して「興味がない・あまり興味がな
い」と回答した⼈は０％でした。ポテンシャルカスタマーが多い、
ターゲット層が広い商品であることが⽰されております。

2.3%

2.3%

2.3%

真空フライ製法で油分が抑えられていることが伝わりにくい
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

こげ茶、⻩みがかったベージュ

不透明

こげ茶と⻩みがかったベージュの
コントラストがります

⽣のシイタケスライスと同じ

⼤きいものの笠 厚さ３㎜、縦２
ｃｍ、⽻場５.5ｃｍ⼱

お⽫に⼀度に盛ったら、皆で取り
囲みあっという間になくなる

⼀度⼿を出したら⽌まらない

地味なイメージが強いシイタケそ
のもの

しいたけの味がどのくらいするか
ワクワクする

⼿に取るとかさかさとした⾳がす
る

乾いた感じが、かんだ時のサクサ
ク感を予測させる

⼀つ⼀つがバラけていてカサっと
⾳がする

体に良さそうな⾷材の⼀つであるしいたけがどんなふうにスナックとして存在しているのか、パッケージ
を開ける前から期待が⾼まります。スナック菓⼦というちょっとジャンキーな仲間のお菓⼦であるので、
なんとなくある罪悪感を払拭してくれるといいなという期待です。パッケージの⾊味がナチュラルな薄い
ブラウンで、出展商品の⾊とは濃淡の違いだけでトーンが統⼀されているので落ち着いた感じがいたしま
す。その落ち着いた感じのパッケージに⾚で医⾷同源、⽔⾊でうま塩味、⻩緑でレタス４個分の⾷物繊維
と描かれています。カラフルさをこうしたロゴで表されており少しにぎやかな感じがしてなじみやすさが
出されています。ただ、少し違和感があるのが、なぜ⾷物繊維の量をわざわざレタスで表したのかという
点です。しいたけの⽅が含有量は多いはずです。健康な野菜のイメージでレタスを引き合いに出されたの
だと思われますが、せっかくの⾃然派健康志向の路線から少し外れるような感じがあります。
商品そのものは、⾹りが強くないので多くの消費者に好まれるでしょう。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

特に感じない

シイタケのアミノ酸と調味料のア
ミノ酸で増し増し感ある

やさしい⽢みがある

スナック独特のサクサク感とに加
え時病みつきになる塩味

懐かしさを感じる味覚バランスの 
取れた深みのある味わいがある 

しいたけの⾹りがほのかに感じら
れる

乾いた⽊のような感じ

しいたけスナック同⼠をぶつける
とカチカチと⾳がする

乾いている

噛み応えがあり⻭切れがよい

まわりの調味塩の少しざらざらし
た感じ

派⼿ではないが、かむときのサク
サク感が⼼地よい

サクサク、カリカリ

⼝に⼊れるとしいたけの周りにまぶされている調味料を味わうことができます。これだけでもおいしい塩
味が感じられます。その後しいたけをかみしめるとサクサクと⾳が経ちます。⼝に⼊れた瞬間に噛むとサ
クサク、しばらく⼝中でまわりの塩味を楽しんだ後噛むと、唾液で湿っているためザクザクと⾳が変わり
ます。この⾳の違いがまた楽しいです。しいたけをかみしめると⽢みを感じます。噛みしめていると⼝中
で⼲物を戻すようなイメージがあります。やさしい⽢みです。⽢味料は⻨芽糖や⽢草やステビアなのでや
さしいイメージがあります。
しいたけの⾹りがきつくないので本当に誰でも楽しめるスナックに仕上がっています。
これだけをつまんでいるとどうしても⽔分が欲しくなってくるのですが、ソフトドリンクでもビールでも
⽇本酒でも合うと思いながら、ついつい⼿が出てしまいペロッと完⾷してしまいました。
⾷べ始めるとやめられない味わいに感服です。

しいたけらしい味がする
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

後引く美味しさで、⽌まらない

サクサクっと乾いていて、⼀年中を通して、全国どこでも⾷す
ことができる

ポテトチップスのようですが、⼀般的なポテトチップスより厚
みがあるので、よりサクサクとかむ⾳を楽しめる

友⼈、家族でみんなでワイワイやるときもよし
⼀⼈で家の実の時もよし、様々な場⾯で気軽に楽しめる

五味 評点

酸味 0

苦味 1

うま味 4

⽢味 2

塩味 3

広義の味 評点
まろ味 4

コク味 4

濃厚な味 3

⾟味 0

新鮮な味 3

五感 評点

視覚 4

聴覚 5

触覚 3

味覚 5

嗅覚 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

しいたけ好きには少々物⾜りないしいたけの⾹りですが、強すぎない⾹りのためしいたけ嫌いの⼈でも抵抗
なく楽しめます。野菜やキノコ嫌いな⼦供にも⾷べさせられます。万⼈受けするお味です。
サクサク感がしっかりあり、⼀度に⾷べきれなくてもジッパー付きの袋があるためサクサク感が保てます。
⼀度に⼀⼈で⾷べきるには少々量が多いですが、家族や友⼈とワイワイやりながらだとあっという間に平ら
げられる量です。⻨芽糖使⽤ですので、ほのかな⽢さがあります。

しいたけ嫌いの⼈でも⾷べられるように、またギルティー感をなくし健康志向の⽅にも好んで⾷べていただ
けるスナック菓⼦として消費者のニーズに取り組まれていらっしゃるのがよく伝わってきます。他社との⽐
較の点ですが、スライスされていて⾷べやすい点、⾷物繊維をレタスの個数で表す点など細やかな点が⼥性
に受けるところであります。ＥＣサイトやＳＮＳ等の広告⼿段もしっかり対応されていらっしゃいます。
ＨＰがしっかりしているところも消費者への安⼼材料となっております。

健康を意識している３０〜５０代の⼥性がターゲットということですが、ここにとどまらず⼤勢で楽しく⾷
べられるような様々な年齢層も受け⼊れやすい商品であることがわかります。しいたけはものすごく特別感
が持てるものではありません。忙しく社会で活躍する年代の⼈の⾷⽣活の特徴の⼀つとして、栄養が偏って
しまいがちなので、何か１品程度、体によさそうなものを添えるというのがありますが、それにも⼀役買え
そうです。現代社会の動向を⾒込んでいらっしゃるところがさすがです。

⾃⽴するパッケージが有難いです。⼀⼈では⼀度に⾷べきれないこともありますが、きちんと⾃⽴してくれる
パッケージのおかげて⼤切に保管できます。ですが、このパッケージは⽚側から破ろうとすると反対側の端ま
でうまく咲くことができず開けづらいのが難点です。デザインはベージュ系でしいたけからくる⾃然の茶⾊を
表しています。社名のロゴの「医⾷同源」が医⾷同源であることをイメージさせており、健康を意識した⾷物
繊維をレタス４個分で表すところがナチュラル感・ヘルシー感をアップさせています。

出展企業様の「医⾷同源」という社名の通り健康を意識した商品であるということが窺えます。⽇常の⽣活
である⾷から⼿軽に健康を考えることはすべての⼈に⼤切なことであります。ただこの⼤事なコンセプトを
⽰し切れていないと思われるところが感じられます。例えばレタスで⾷物繊維の量を⽰す⽅法である点です。
旧来の分かりやすい健康的なイメージを植え付ける意味だと推察いたしますが、消費者に対しての説得⼒に
⽋けるのではないかという点です。正攻法で健康的なイメージを⽰した⽅がいいのではないかと思います。

出展企業様はマスクなどの衛⽣⽤品等も扱っていらっしゃいます。またFSSC22000やHACCPに基づく衛⽣
管理を⾏っていらっしゃる点は消費者にとってとても安⼼、安全なところです。商品の素材につきまして、
しいたけの産地等が知らされていると安⼼感がさらに増すと考えられます。しいたけのうまみ成分であるグ
アニル酸とアミノ酸調味料で少し旨味を⾜していらっしゃる点、うまみの相乗効果ということで表記される
か、もし可能ならアミノ酸調味料がなくても旨味が出ているとより他社との差別化ができると考えます。
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93%

89%

93%

92%

91%

95%

要因分布として、評価は８9％から９５％の範囲に分布 
し、全体的にバランスの良い広い六⾓形となりました。 
特に、「素材・安定性」は⾮常に⾼く９５％となり、
消費者の安⼼感に応えられる形となっております。味
や⾹りなど五感からなる商品⾃体の魅⼒を表 す「内部
的要因」は９３％であると同時に市場・トレンドから
構成される「市場要因」も購買層がひろいことから９
３％とこちらも⾼評価でした。マネジメント・広報な
どの「マネジメント・PR要 因」は、SNS等の利⽤がさ
かんであり、会社としての柔軟性が評価され９２％で
した。 「ブランディング要因」は９１％、ネーミング
やパッケージから構成される「外部的要因」は分かり
やすさやデザインの秀逸さが評価され８９％でした。

第⼀印象として「旨い」と感じた審査員が数多くいます。まずパッケージを開けた瞬間に微かなしいたけの
⾹りがする点が、「さあこれから⾷べるぞ」という気持ちをそそるものであります。キノコ類・しいたけを
好きでないという⼈にとっても強すぎず嫌な⾹りがしないので⾷べやすいという声がほぼ全員の審査員から
聞こえてまいりました。この出品商品はサクサクした⾷感が楽しく、塩味も効いており⼤変⾷べ易く加⼯さ
れていらっしゃいます。⼤きさもスライスされているのでつまみやすいです。家族や友⼈等の集まりなどで
も⼀度⼿を出したら⽌められない美味しさがあります。⽇頃主役にはなりにくいしいたけを⽤いて気軽に誰
でも⾷べられるスナックに変⾝させた点は⼤いに評価できるところです。更に出品企業様の社名である「医
⾷同源」のロゴは、出品商品のイメージを⾼めるのに効果的なロゴとなっています。商品のイメージは⽂字
通り「医⾷同源」であり、⾃然な低カロリーで体に良いイメージの商品となっております。
ただ、出品商品にはまだ開発の余地が⾒受けられます。
1つ⽬はパッケージです。それ⾃⽴が出来、且つ何度も開閉できるジッパーがついている点は⼤いに評価でき
るところです。しかしそれを開ける時、側⾯の切り込み⼝から⼿でちぎろうとすると反対側までうまく裂く
ことができず途中で切れてしまいます。何度やっても、数⼈で試してみても上⼿くいきませんでした。鋏を
使わずできるとさらに便利になると思います。２つ⽬はパッケージの情報です。⾷物繊維の量を⽰すのにレ
タスで表すのは、ある程度知識のある消費者からみるとあまり効果的ではないように感じます。それより⼀
⽇に取るべき⾷物繊維量の何％を賄えるか、この商品からどのような栄養素が期待されるのかを記す⽅が誠
実なイメージがあり「医⾷同源」にかなった戦略になるのではと感じます。
これからも商品の持つ可能性の更なる向上と出品企業様のさらなる発展を期待しております。
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